
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 

学校名 九州医療スポーツ専門学校 

設置者名 学校法人国際志学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜

間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

柔道整復学科 
夜 ・

通信 
57単位 9単位  

鍼灸学科 
夜 ・

通信 
57単位 9単位  

理学療法学科 
夜 ・

通信 
79単位 9単位  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
63単位 9単位  

看護学科 
夜 ・

通信 
58単位 9単位  

歯科衛生学科 
夜 ・

通信 
66単位 9単位  

文化・教養専門

課程 

アスレティック

リハビリテーシ

ョン・スポーツ

トレーナー学科 

夜 ・

通信 
43単位 6単位  

整体セラピスト

学科 

夜 ・

通信 
25単位 3単位  

ＤＯビジネス 

学科 

夜 ・

通信 
56単位 6単位  

社会福祉専門課

程 

生涯スポーツト

レーナー介護福

祉学科 

夜 ・

通信 
78単位 6単位  

（備考） 

 

 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページで公表 

https://www.kmsv.jp/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

なし 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学

校法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用

いること。 
 

学校名 九州医療スポーツ専門学校 

設置者名 学校法人国際志学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページで公表 

https://www.kmsv.jp/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 有限会社代表取締役 

令和 3 年 6

月 1 日～令

和 7 年 5 月

31日 

対外的な取引や情

報収集・共有を行

う 

非常勤 株式会社社員 

令和 3 年 6

月 1 日～令

和 7 年 5 月

31日 

教育事業において

人材育成を行って

おり、本学園のビ

ションにつなげる

役割を担っている 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部

人材の複数配置】 
 
※ 様式第 2 号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療

法人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名  

設置者名  

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称  

役割 

 

 

 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

   

   

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 九州医療スポーツ専門学校 

設置者名 学校法人国際志学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・授業計画書（シラバス）の作成課程 

 学科会議にて協議した上で作成。 

 また、必要に応じて当該授業科目担当教員の意見を取り入れる。 

 なお、教育課程編成委員会を組織している学科については、同委員会による提

言等を取り入れる。 

 

・授業計画書の作成・公表時期 

 事業年度の直前（概ね 3月中下旬）に作成。 

 事業年度の開講前（オリエンテーション）または開講時に公表。 

授業計画書の公表方法 

学生に対する授業計画書（シラバスの）配布 

本校ホームページ上での公表 

https://www.kmsv.jp/publication/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法によ

り、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定

していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

・出席状況、受講態度および課題の提出状況等によって学習意欲を把握するとと

もに、筆記試験または実技試験の得点をもって総合的に判断する。 

 なお、筆記試験については試験の実施に際してあらかじめ当該学科長によって

試験の難易度、出題数等の確認を行って、より厳正かつ適正な試験の実施を図

る。 

 また、実技試験については当該授業科目の担当職員以外の教員も審査員に加

え、1 名の学生に対して複数教員が審査にあたり、より厳正かつ公平は試験の実

施を図る。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・GPA等の客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 全ての授業科目について 100 点満点に換算し、当該年次において履修すべき授

業科目それぞれについて平均得点を算出するとともに、当該年次において履修す

べき授業科目全体の平均得点を算出する。 

 

 

・客観的な指標の適切な実施状況 

 上述した各授業科目の平均得点および当該年次において履修すべき授業科目全

体の平均得点は、学科ごとに算出する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生に配布する学生便覧に記載して公表 

本校のホームページ上での公表 

https://www.kmsv.jp/publication/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

・卒業の認定に関する法人の具体的な内容 

 各授業科目の単位修得に必要となる出席要件および成績要件の双方を満たし、

学科ごとに定める科目の単位を全て修得すること。 

 

・卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

 卒業認定に必要となる条件を満たしたことを、成績判定会議において審議す

る。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生に配布する学生便覧に記載して公表 

本校のホームページ上での公表 

https://www.kmsv.jp/publication/ 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 九州医療スポーツ専門学校 

設置者名 学校法人国際志学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

本校のホームページ上での公表 

https://www.kmsv.jp/publication/ 

収支計算書又は損益計算書 

財産目録 

事業報告書 

監事による監査報告（書） 

 

  



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 柔道整復学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼 

 

2760単位時間／108単

位 

1290 単位

時間/59

単位 

570 単位

時間/21

単位 

180 単位

時間/4 

単位 

単位時間

/単位 

720 単位

時間/24

単位 

2760単位時間／108単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

270人 199人 0人 6人 22人 28人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習、実技および実習 

 科学的思考の基盤・人間と生活、人体の構造と機能、疾病と傷害、柔道整復術の

適応、保健医療福祉と柔道整復の理念、社会保障制度、基礎柔道整復学、臨床柔

道整復学、柔道整復実技。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・卒業の認定基準 

 各授業科目の単位修得に必要となる出席要件および成績要件の双方を満たし、学

科で定める科目の単位を全て修得したことを成績判定会議において審議する。 

・進級の認定基準 

 当該年次で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、各

年次に配分されている臨床実習に出席するためには、以下の実習要件を満たさな

ければならない。 

【実習出席条件】 

《1年次から 2年次への進級時》 

 2年次の臨床実習 2 および 3に出席するためには、1 年次の臨床実習 1の単位を修

得していること。 

《2年次から 3年次への進級時》 

 3年次の臨床実習 4 に出席するためには、2年次の臨床実習 2および 3の単位を修

得していること。 

 所属する学科の教育課程に定められている全ての科目の単位を修得し、卒業判定

は意義での議を経て卒業を認められた学生に対して卒業を認定する。 

学修支援等 



  

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 49人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

33人 

（ 67.3％） 

16人 

（  32.7％） 

（主な就職、業界等） 

柔道整復施術所、医療機関、介護保険施設等 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師免許（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 204人 22人  10.8％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 スポーツ柔整学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

夜  

単位時間／  単位 

単位時間

/  単位 

単位時間

/  単位 

単位時間

/  単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/  単位 

単位時間／  単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

 人 人 人 人 人 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習、実技および実習 

 科学的思考の基盤・人間と生活、人体の構造と機能、疾病と傷害、柔道整復術の

適応、保健医療福祉と柔道整復の理念、社会保障制度、基礎柔道整復学、臨床柔

道整復学、柔道整復実技。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・卒業の認定基準 

 各授業科目の単位修得に必要となる出席要件および成績要件の双方を満たし、学

科で定める科目の単位を全て修得したことを成績判定会議において審議する。 

・進級の認定基準 

 当該年次で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、各

年次に配分されている臨床実習に出席するためには、以下の実習要件を満たさな

ければならない。 

【実習出席条件】 

《1年次から 2年次への進級時》 

 2年次の臨床実習 2 および 3に出席するためには、1 年次の臨床実習 1の単位を修

得していること。 

《2年次から 3年次への進級時》 

 3年次の臨床実習 4 に出席するためには、2年次の臨床実習 2および 3の単位を修

得していること。 

 所属する学科の教育課程に定められている全ての科目の単位を修得し、卒業判定

は意義での議を経て卒業を認められた学生に対して卒業を認定する。 

学修支援等 



  

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

0人 

（   0％） 

2人 

（  40.0％） 

3人 

（  60.0％） 

（主な就職、業界等） 

柔道整復施術所、医療機関、介護保険施設等 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師免許（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 5人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 鍼灸学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼 

 

2660単位時間／113単

位 

1640 単位

時間/82

単位 

240 単位

時間/12

単位 

180 単位

時間/4 単

位 

単位時間

/単位 

600 単位

時間/15

単位 

2660単位時間／113単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

180人 126人 0人 8人 9人 17人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習、実技および実習 

 科学的思考の基盤・人間と生活、人体の構造と機能、疾病の成り立ちとその予防

及び回復の促進、保健医療福祉とはり及びきゅうの理念、基礎はりきゅう学、臨

床はりきゅう学、社会はりきゅう学、実習、総合領域。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

3年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの 3年

間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 20人 

（100％） 

0人 

（   0％） 

18人 

（  90.0％） 

2人 

（  10.0％） 

（主な就職、業界等） 

鍼灸施術所、医療機関、介護保険施設、教育機関等 



  

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

はり師免許（国家資格）、きゅう師免許（国家資格）、生涯スポーツトレーナー

（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 106人 6人  5.7％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 スポーツ鍼灸学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

夜  

単位時間／   単位 

単位時間

/  単位 

単位時間

/  単位 

単位時間

/  単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/  単位 

単位時間／   単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

人 人 人 人 人 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習、実技および実習 

 科学的思考の基盤・人間と生活、人体の構造と機能、疾病の成り立ちとその予防

及び回復の促進、保健医療福祉とはり及びきゅうの理念、基礎はりきゅう学、臨

床はりきゅう学、社会はりきゅう学、実習、総合領域。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

3年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの 3年

間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15人 

（100％） 

1人 

（  6.7％） 

11人 

（  73.3％） 

3人 

（  20.0％） 

（主な就職、業界等） 

鍼灸施術所、医療機関、介護保険施設、教育機関等 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

はり師免許（国家資格）、きゅう師免許（国家資格）、生涯スポーツトレーナー

（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 17人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 理学療法学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼 

 

3140単位時間／121単

位 

1095 単位

時間/55

単位 

765 単位

時間/31

単位 

1280 単位

時間/35

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3140単位時間／121単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 104人 0人 6人 23人 29人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習、実技および実習 

 科学的思考の基盤・人間と生活、人体の構造と機能及び心身の発達、疾病と障害

の成り立ち及び回復過程の促進、保健医療福祉とリハビリテーションの理念。基

礎理学療法学、理学療法治療学、地域理学療法、臨床実習。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 当該年次で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、

各学年に配分されている臨床実習に出席するためには、以下の実習出席要件を

満たさなければならない。 

【実習出席条件】 

《1年次から 2年次への進級時》 

 2年次後期の臨床実習Ⅰに出席するためには、以下の基準を満たすこと。 

2 年次前期末（臨床実習Ⅰ開始前）までに、「解剖学Ⅰ・Ⅱ」「運動学Ⅰ・Ⅱ」「生

理学Ⅰ・Ⅱ」「理学療法評価法Ⅰ・Ⅱ」の科目すべてにおいて単位を修得してい

ること。 

《2年次から 3年次への進級時》 

 3年次の臨床実習Ⅱ・Ⅲに出席するためには、以下の基準を満たすこと。 

基礎分野以外の科目で、1年次・2年次で履修すべき科目のすべてにおいて単位を

修得していること。 

 

② 3 年間の終業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの

3年間の期間内にその単位の修得を行うこと。  

学修支援等 



  

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 28人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

21人 

（  75.0％） 

7人 

（  25.0％） 

（主な就職、業界等） 

医療機関 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 120人 16人  13.3％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 作業療法学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼 

 

3225単位時間／117単

位 

1560 単位

時間/72

単位 

540 単位

時間/20

単位 

1125 単位

時間/25

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3225単位時間／117単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 49人 0人 6人 8人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習および実習 

 科学的思考の基礎及び人間の生活、人体の構造と機能及び心身の発達、疾病と障

害の成り立ち及び回復の過程の促進、保健医療福祉とリハビリテーションの理

念、基礎作業療法学、作業療法管理学、作業治療学、地域作業療法、臨床実習。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 該当学年で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、

各学年に配分されている臨床実習に出席するためには、実習出席要件を満たさ

なければならない。 

② 3 年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの

3年間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

19人 

（  86.4％） 

3人 

（  13.6％） 

（主な就職、業界等） 

医療機関 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

作業療法士（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 64人 3人  4.7％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 看護学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼 

 

3120単位時間／102単

位 

1785 単位

時間/68

単位 

300 単位

時間/11

単位 

1035 単位

時間/23

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3120単位時間／102単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240人 170人 0人 12人 26人 38人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習および実習 

 科学的思考の基盤・人間の生活、社会の理解、人体の構造と機能、疾病の成り立

ちと回復の促進、健康支援と社会保障制度、基礎看護学、成人看護学、老年看護

学、小児看護学、母性看護学、精神看護学、地域在宅看護論、看護の統合と実

践、臨床実習。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 該当学年で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、

各学年に配分されている臨床実習に出席するためには、実習出席要件を満たさ

なければならない。 

② 3 年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの

3年間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 48人 

（100％） 

 

1人 

（  2.1％） 

43人 

（  89.6％） 

4人 

（  8.3％） 

（主な就職、業界等） 

医療機関 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

看護師（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 205人 20人  9.8％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 歯科衛生学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼 

 

3084単位時間／124単

位 

1550 単位

時間/79

単位 

634 単位

時間/25

単位 

900 単位

時間/20

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3084単位時間／124単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 98人 0人 3人 36人 39人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義、演習、実技および実習 

 科学的思考の基盤、人間の生活、人体の構造と機能、歯・口腔の構造と機能、疾

病の成り立ちと回復の促進、歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組

み、歯科衛生士概論、臨床歯科医学、歯科予防処置論、歯科保健指導論、臨地・

臨床実習、統括、選択必修分野。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 該当学年で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、

各学年に配分されている臨床実習に出席するためには、実習出席要件を満たさ

なければならない。 

② 3 年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの

3年間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 



  

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

21人 

（  65.6％） 

11人 

（ 34.3％） 

（主な就職、業界等） 

歯科医院 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

歯科衛生士免許（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 110人 8人  7.3％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉分野 

社会福祉専門

課程 

生涯スポーツトレー

ナー介護福祉学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

 

1890単位時間／100単

位 

870 単位

時間/58

単位 

570 単位

時間/27

単位 

450 単位

時間/15

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1890単位時間／100単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 60人 42人 3人 10人 13人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義及び演習 

 人間と社会、介護の分野、こころとからだの仕組み、医療的ケア。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 該当学年で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、

各学年に配分されている臨床実習に出席するためには、実習出席要件を満たさ

なければならない。 

② 2 年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの

2年間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

22人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

介護保険施設   

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

介護福祉士免許（国家資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 48人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養分野 
文化・教養専

門課程 

アスレティックリハ

ビリテーション・ス

ポーツトレーナー学

科 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼  

1714単位時間／94単位 

1116 単位

時間/72

単位 

単位時間

/単位 

598 単位

時間/22

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1714単位時間／94単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 49人 0人 4人 19人 23人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義及び実習 

 基礎スポーツ科学、基礎スポーツ医学、スポーツ医学、応用スポーツ科学、応用

スポーツ医学、スポーツ現場実習。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 該当学年で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。ただし、

各学年に配分されている臨床実習に出席するためには、実習出席要件を満たさ

なければならない。 

② 2 年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの

2年間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16人 

（100％） 

10人 

（  62.5％） 

3人 

（  18.18％） 

3人 

（  18.8％） 

（主な就職、業界等） 

スポーツジム、健康増進施設、医療機関等 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

アスレティックトレーナー（民間資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 41人 3人  7.3％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養分野 
文化・教養専

門課程 
整体セラピスト学科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 

昼  

800単位時間／41単位 

512 単位

時間/32

単位 

単位時間

/単位 

288 単位

時間/9 単

位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

800単位時間／41単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30人 24人 0人 1人 5人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義及び実習 

 人体の構造と機能、基礎整体学、応用整体学、実習。 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

1年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学できる残りの 1年

間の期間内にその単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 29人 

（100％） 

24人 

（  82.8％） 

2人 

（  6.9％） 

3人 

（ 10.3％） 

（主な就職、業界等） 

他学科と併学および他学科への進学 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

整体セラピスト（民間資格）、キネシオテーピング・プラクティショナー療法家

（民間資格）、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 30人 1人  3.3％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不振、進路変更、経済的な事情 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養分

野 

文化・教養専

門課程 
ＤＯビジネス学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 1710単位時間／114単

位 

1260 単位

時間/84

単位 

330 単位

時間/22

単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

120 単位

時間/8 単

位 

1710単位時間／114単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 26人 5人 3人 6人 9人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業方法および内容 

 講義及び演習。 

 基礎必修科目（宿泊概論ⅠⅡ、ビジネスマナーⅠⅡ、ホテルマネジメント論 

総合英語ⅠⅡ、ビジネス基礎、簿記 1Ⅱ、PC基礎、PC応用、企業演習ⅠⅡ 

選択科目（ビジネス日本語ⅠⅡ、国内観光地理、国内運賃料金、国内管理者セミ

ナーⅠⅡ） 

・年間の授業計画 

 学科会議の協議を経て、事業年度の開講前（オリエンテーション）時または開講

時に公表。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

① 講義科目ごとに 2/3以上の出席率及び実習については 4/5以上の出席率の基準を

満たしたものに定期試験を課し、定期試験や実習の成果や履修状況を総合的に

勘案して、「優」「良」「可」「不可」の 4段階で評価する。 

② 期末試験で「不可」となった場合は再試験を実施する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

① 該当年次で履修すべき科目の単位が未修得であっても進級を認める。 

② 2 年間の修業年限を超えて単位未修得の科目がある場合には、在学の期間内にそ

の単位の修得を行うこと。 

学修支援等 

（概要） 

各クラス担任制を採用。 

学生個別面談をはじめ保護者を交えた三者面談を実施して、包括的な支援を行う。 

開設授業以外に、成績不振者を対象とした補講や、希望者を対象とした個別学習指

導を実施。 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 1人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

1人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

宿泊施設・観光施設等 

（就職指導内容） 

キャリアサポートセンターによる就職指導、業界に関するセミナーの開催等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力検定、生涯スポーツトレーナー（民間資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

令和 5年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 5人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

補講の実施、個別面談または三者面談、カウンセラーによるカウンセリング 

 



  

                                             

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

柔道整復学科 800000円 1160000円 302000円 
その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費 

鍼灸学科 800000円 1000000円 282000円 
その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費 

理学療法学科 
500000円 1200000円 752000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費、実習費 

作業療法学科 
500000円 1200000円 732000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費、実習費 

看護学科 
300000円 700000円 1142000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費、実習費 

歯科衛生学科 
400000円 600000円 742000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費、実習費 

生涯スポーツトレーナ

ー介護福祉学科 200000円 900000円 392000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費、実習費 

アスレティックリハビ

リテーション・スポー

ツトレーナー学科 400000円 900000円 522000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費、実習費 

整体セラピスト学科 
200000円 780000円 312000円 

その他の費用は、教材費、校

友会、Listjpn 会費、施設管

理費 

ＤＯビジネス学科 100000円 650000円 円  

日本語学科 

（2年） 80000円 600000円 円  

（1.5年） 80000円 600000円 円  

（1年） 80000円 600000円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 
  



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページに掲載 

https://www.kmsv.jp/publication/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者評価を推進するために、学則第 30 条の（7）および細則第 76 条に規定し

た「学校関係者評価委員会」を設置した。この委員会は、関係団体役職員・高等学校

の校長・同窓会役員の学校関係者のみで組織し、学内組織である「自己点検・自己評

価委員会」から出された点検及び評価結果をもとに様々な方面から検討・協議するこ

とを責務としている。本校は、学校関係者評価委員会からの提言等をもとに、より良

い学校を訴求していく。 

 

【評価委員の構成】 

委員会は次の各号の領域から選出した 3名以上の学外委員をもって組織する。 

① 保護者代表 

② 同窓会役員(卒業後、一定のキャリアを有する者) 

③ 関係団体役職員（就職先や実習先ないしは業界団体など） 

④ 高等学校の校長ないしは進路指導担当者 

⑤ その他、校長が必要と認めた者（本校の教職員は該当しない） 

 

【主な評価項目】 

（1） 教育理念・目標→理念・目的・育成人材像、特色、将来構想 

（2） 学校運営→運営方針、事業計画、運営組織、処遇、意思決定、情報システム 

（3） 教育活動→業界ニーズ、到達レベル、カリキュラム、評価体制、評価基準、

指導体制 

（4） 学修成果→就職率、資格取得率、退学率、社会的活動 

（5） 学生支援→就職・進学指導体制、相談体制、経済的支援体制、生活環境、保

護者連帯他 

（6） 教育環境→施設・設備、学外実習等、防災体制 

（7） 学生の受入れ募集→学生募集活動、入学選考基準、学納金 

（8） 財務→財務基盤、予算・収支計画、会計監査、財務情報公開 

（9） 法令等の遵守→設置基準、個人情報、自己評価と公開 

（10） 社会貢献・地域貢献→学校教育資源の活用、ボランティア活動 

 

【評価結果の活用方法】 

学校関係者評価委員会から提起された意見を元に協議し、これに対する対応を講じる

ように努める。委員会から提起された意見に対する対応については本校ホームページ

上で公開する。 

※学校関係者評価で挙がった改善方法については、学校長が実施責任者となる。 

 

【改善方法の実施時期】 

原則として、委員会から意見を提起された翌年度から対応を講じる。 

提起された意見に対する対応が容易なものについては、学校長が実施責任者となる。 

 

【学校関係者評価に関する（学内）責任者】 

味 村 吉 浩 

 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

公立大学法人九州歯科大学 自：令和 6年 4月 1日 

至：令和 7年 3月 31日 

教授 

福岡県立小倉商業高等学校 自：令和 5年 4月 1日 

至：令和 7年 3月 31日 

高等学校校長 

九州医療スポーツ専門学校同窓会 自：令和 5年 4月 1日 

至：令和 7年 3月 31日 

同窓会会長 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

・学校関係者評価委員会報告書（本校ホームページに掲載） 

https://www.kmsv.jp/publication/ 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

・本校ホームページ 

 https://www.kmsv.jp/ 

 

 

 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

学校コード（13桁） H140310000221

学校名（〇〇大学 等） 九州医療スポーツ専門学校学校

設置者名（学校法人〇〇学園 等） 学校法人国際志学園

前半期 後半期 年間

支援対象者（家計急変
による者を除く）

151人 135人 286人

内
訳

第Ⅰ区分 96人 79人

第Ⅱ区分 39人 39人

第Ⅲ区分 16人 17人

第Ⅳ区分 0人 0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

合計（年間） 286人

（備考）

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

0人 0人 0人

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

0人 0人 0人

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続して
該当

0人 0人 0人

計 0人 0人 0人

（備考）

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 0人 0人

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

訓告 0人

年間計 0人

（備考）

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 0人 0人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 0人 0人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 0人 0人


